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【 専 攻 科 の 教 育 目 的 】 

 
①  工学の基礎および専門分野に関する知識を教授し、創造性豊かな応用力を養成す

る。 

②   地球的視点でものごとを考える素養および能力と、科学技術が自然や社会に及ぼ

す影響を理解できる人間としての倫理観を養成する。 

③  日本語による技術的な内容の説明・討論ができる能力と国際社会を意識した英語

によるコミュニケーション基礎能力を養成する。 

④  他の専門技術分野に関する基礎知識と最新の知識を教授し、複合化・高度化した

工学分野について複眼的な課題探求能力と問題解決能力を養成する。 

⑤ 自主的・継続的に学習でき、協調して行動できる能力を養成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
    受験生の皆さんへ 
 
 
 

佐世保工業高等専門学校専攻科における入学者受入方針 

（アドミッション・ポリシー） 

 
■複合工学専攻 
 
専攻科複合工学専攻では次のような人材を求めます。 
 
１．科学と工学の基礎的学力を十分身につけている人 
２．社会性と倫理観を身につける意欲を持っている人 
３．基礎的なコミュニケーション能力を身につけている人 
４．複眼的かつ実践的能力を身につける意欲を持つ人 
５．地域及び国際社会の発展のため、技術者として自主的に行動する意欲を持つ人 
 
 
 

佐世保工業高等専門学校専攻科における教育課程編成・実施の方針 

（カリキュラム・ポリシー） 
 

■複合工学専攻 
 
ディプロマ・ポリシーにおいて掲げた能力を育成するために、高度科学技術の中核を担う専門職業

人としての教養と専門基礎知識を有する技術者の養成を以下の内容で行う。全ての科目は，カリ

キュラムに応じて，講義，演習，実験・実習など多様な形態・方法で実施する。各科目の到達目

標・授業方法・授業計画・評価方法は Web シラバスにより公開し、学修の成果は、後に定める基準

により評価する。 
 
１．理数系の基礎・応用力、豊かな教養と人間性、国際性を育むための共通基礎科目および専門基

礎科目 
２．地球的視点と技術者倫理に関する科目：国際的に通用するコミュニケーション能力を養う科目

および地球的視野で技術と社会の共生を追求しグローバルな視点をもつ技術者を育成する科目 
３．課題解決能力を育成する科目：複数の専門分野と連携し、システム創成能力と複眼的な問題解

決能力を養う複合科目および基礎・専門知識や技術を活用して自ら課題を探求し解決できる能力、

自主性や協調性等を総合的に育成するための科目 
４．各工学系および産業数理技術者育成プログラムの、基礎・専門に関する知識と技術を習得する

専門科目 
 
※ 本校のディプロマ・ポリシー（修了認定の方針）については、本校ホームページをご覧くださ

い。 
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２０２７年度 

 

佐世保工業高等専門学校専攻科学生募集要項 
 
Ⅰ．募 集 人 員 
 

複 合 工 学 専 攻   １６名 

 

Ⅱ．選 抜 方 法 
 
 本校専攻科は、特例の適用認定を受けた専攻科です。修了時の学位取得の専門区分は、（機

械工学）（電気電子工学）（情報工学）（応用化学）で構成される専攻科になります。従っ

て、本科において上記 4つの専門区分の卒業生が受入れ対象となります。 

 入学者の選抜は、推薦による入学者の選抜、学力による入学者の選抜及び社会人特別選抜

とし、下記の日程で行います。 

 なお、各選抜とも、4つの専門分野（工学系）に分けて面接や学力試験等を実施します。 

 

記 

 

選 抜 区 分 選 抜 期 日 選 抜 人 数 

推薦による入学者の選抜 2026 年 5月 23 日（土） 12 名程度 

社会人特別選抜 2026 年 5月 23 日（土） 若 干 名 

学力による入学者の選抜 2026 年 6月 27 日（土） 4 名程度 

 

 

Ⅲ．推薦による入学者の選抜 
 

 １．出 願 資 格 

 

   2027 年 3月高等専門学校卒業見込みの者で、次の要件を満たし在籍学校長が責任をも

って推薦する者とします。 

（１）第 3 学年と第 4 学年の成績順位の平均が、原則として在籍したクラスの上位 2

分の 1 以内である者または技術士第一次試験に合格した者。 

（２）選抜期日から起算して 2 年以内に取得した TOEIC 公開テストまたは 

TOEIC IP テストのスコアが 350 点以上の者。 

 

  ※ 出願に際しては、19 頁「出願資格と JABEE プログラム修了要件について」を参照し

てください。 
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    JABEE についての詳細は、17頁「佐世保工業高等専門学校・技術者教育プログラム」

を参照してください。 

 

 

２．出 願 区 分 

 

Ａ 群 

本校が定める出願資格を有している者で、 

・「佐世保工業高等専門学校・技術者教育プログラム」を修得している

者及び 2027 年 3月に修得見込みの者。 

・他の教育機関で JABEE 認定コースを修得している者及び 2027 年 3 月に

修得見込みの者。 

Ｂ 群 本校が定める出願資格を有している者で、Ａ群以外の出願者。 

 注１）「『佐世保工業高等専門学校・技術者教育プログラム』を修得している者」とは、

2003 年 3月以降に本校を卒業し、同プログラムを修得した者です。 

 注２） JABEE についての詳細は、17頁「佐世保工業高等専門学校・技術者教育プログ

ラム」を参照してください。 

 

  

３．出 願 手 続 

 

（１）願 書 受 付 

期  間 2026 年 5月 8 日（金）から 5 月 13 日（水）まで（必着）とします。 

時  間 8 時 30 分から 17 時まで。(土・日曜日及び祝日は受け付けません。） 

場  所 〒857-1193 佐世保市沖新町 1 番 1 号  

佐世保工業高等専門学校 学生課入試担当 
 

（２）出願に必要な書類等 

入 学 願 書 本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。 
写 真 票 

及び受験票 
本校所定の用紙に必要事項を記入し、写真を所定の位置に貼ったもの。 

写真は、正面上半身脱帽で出願 3か月以内に撮影したもの。 

調 査 書 本校所定の用紙に在籍学校長が作成し、厳封したもの。※成績証明書添

付のこと。 

推 薦 書 本校所定の用紙に在籍学校長が作成し、厳封したもの。  
志望理由書 本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。 
技術士第一次試

験合格証等 技術士第一次試験合格証または成績通知書のコピー（該当者のみ） 

TOEIC スコ

アシート 
TOEIC 公開テストまたは TOEIC IP テストで 350 点以上のスコアを取得

していることを証明できるスコアシート。 

入学検定料 
１６，５００円  

ただし、九州大学との連携教育プログラムの受験者は３０，０００円と

なります。詳細は 6頁をご確認ください。本校所定の様式（ゆうちょ銀
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行についてはゆうちょ銀行専用の振込依頼書）により出願する本人の名

前で、各種銀行の窓口から振り込んでください。振込後「検定料納付証

明書」を入学願書の所定の欄に貼付してください。（ゆうちょ銀行から

の振込の場合は「振込依頼書（お客さま控）」を貼付してください。） 

① 振込期間 

2026 年 4月 21 日(火)～ 5 月 13 日(水) 

 振込の際は銀行の営業日、営業時間等を十分考慮して手続きを行って

ください。なお、検定料を願書受付最終日に振り込む場合は、最終日

17 時までに出願書類一式を提出しなければなりませんので注意して

ください。 

② 振込場所 

 各種銀行の受付窓口（ゆうちょ銀行可）で必ず振り込んでください。 

 ※ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用しないでください。 

 ※ゆうちょ銀行での振込手続きについては 16 頁を参照してくださ

い。 

③ 振込方法等 

 ア．振込時に別途必要な振込手数料は、出願者本人の負担となります。 

 イ.「振込書」の※に、出願者の住所、氏名（フリガナ）及び電話番

号を黒または青のボールペンで正確に記入してください。 

 ウ．「検定料納付証明書」を各種銀行の受付窓口から受け取る際には、

必ず取扱銀行収納印を確認してください。 

返信用封筒 住所、氏名、郵便番号を明記した封筒に 410 円切手（速達料を含む。）

を貼ったものを同封してください。（願書持参の場合は不要） 

そ の 他 外国人志願者は、居住する市区町村長発行の「住民票」を提出してくだ

さい。 
 

（３）出願に関する注意事項 

   ① 出願は、本校所定の出願書類により、受付期間に持参または郵送してください。 

ただし、郵送する場合は書留郵便として受付期間の最終日必着となりますので注意

してください。 

   ② 出願書類等に不備がある場合は受理しないことがあります。 

③ 出願書類に虚偽の記載があったときは、入学後においても入学許可を取り消すこ

とがあります。 

④ 願書提出後の記載事項の変更は認めません。 

⑤ 一度受理した出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。 
      また、払込み済みの入学検定料については、次の場合を除き、返還しません。 
      ○ 出願書類を提出しなかった場合または提出したが受理されなかった場合 
      ○ 誤って二重に払い込んだ場合 
 

（４）障害等を理由とした合理的配慮の提供に関して 

    入学志願予定者で、障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、早めに

学生課入試担当までご相談ください。なお、合理的配慮の提供には準備に時間がかか

ることもあるため、入学願書提出期限の１か月前を過ぎてからの相談及び申請では準
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備期間が短くなり、希望する合理的配慮を受けられず、安心して試験を受けられなく

なる可能性があることに注意してください。 

     

 ４．選 抜 の 方 法 

 

   入学者の選抜は、在籍学校長から提出された推薦書、調査書、TOEIC スコア及び面接

の総合判定とします。 

 

選抜の日時及び場所 

期   日 時 間  科目等 場       所 

5 月 23 日(土) 

 

 9:00 集   合 佐世保工業高等専門学校 

（指定する場所に、集合し

てください。） 9:30～ 面   接 

 

５．その他の注意事項 

 

  （１）出願書類提出後、住所(郵便受取先)を変更した場合は、直ちに本校学生課入試担 

    当に届け出てください。 

（２）選抜当日は、受験票、筆記用具を持参してください。 

 

６．合格者の発表 

 

    2026 年 5 月 28 日(木) 午前 10時 

 

    合格者には、合格発表後、受験者本人及び在籍する学校長宛に文書で通知します。

また、合格者の受験番号を本校ホームページで発表します。 

    （https://www.sasebo.ac.jp/） 

なお、電話等による合否の問合せには一切応じません。 

 

 ７．入 学 手 続 

 

    合格者に、別途通知します。 

 

 ８．入学確約書の提出 

 

    合格通知を受けた者は、『入学確約書』を 2026 年 6 月 12 日(金)17 時必着で、佐世

保工業高等専門学校学生課入試担当へ提出してください。 

    なお、期限までに『入学確約書』を提出しない者は、入学の意思がないものとして

取り扱います。 
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 ９．「推薦による入学者の選抜」の結果、合格とならなかった場合の取扱い 

 

    「推薦による入学者の選抜」の結果、合格とならなかった者で「学力による入学者

の選抜」を希望する者は、「学力による入学者の選抜」の募集要項により、再度、必

要な書類等を整えて、受付期間内に手続きを行ってください。 

    ただし、「調査書」の提出は要しませんが、検定料は必要です。 

 

選 抜 区 分 受 付 期 間 

学力による入学者の選抜 2026 年 6月 12 日（金）～6 月 17 日（水） 
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１０．九州大学との連携教育プログラムについて 

 

（１）概要 

 2023 年度から佐世保工業高等専門学校専攻科へ入学する学生を対象に、九州大学工学部融

合基礎工学科と本校専攻科にて修学する履修プログラムコースを実施しています。（以下「連

携教育プログラム」という。） 

 連携教育プログラムの学生は、本校専攻科と九州大学双方に在籍し、双方の教育課程(連携

教育プログラム用)を受講します。 

 プログラム所定の課程を修了した者は、九州大学からの卒業証書(学士の学位記)及び佐世

保工業高等専門学校専攻科からの修了証書が交付されます。 

 

（２）募集人員 

 九大工学部・九州沖縄９高専連携教育プログラム  若干名 

 

（３）出願資格 

 ・本校専攻科の推薦による入学者の選抜試験に合格し、入学確約書を所定の期日までに提

出した者のうち、学校長の推薦を受けた者 

・九州大学研究室へのインターンシップに参加し、願書出願時に研究指導予定教員から受

入れの了解を得ている者 

 

（４）出願手続 

①佐世保工業高等専門学校専攻科入学者選抜(推薦選抜) 

「Ⅲ．推薦による入学者の選抜」の「3.出願手続」によるものとし、専攻科入学願書

の「選抜区分」「連携教育プログラムの受験希望」の「有」に○をつけること。 

ただし入学検定料の額（九州大学入学者選抜に係る検定料を含み、30,000 円です。） 

及び「振込書」の用紙については専攻科入学者選抜用とは異なるので、ご注意くださ

い。 

③ 九州大学入学者選抜 

     「令和９(2027)年度九州大学工学部編入学 九大工学部・九州沖縄 9 高専連携教育プロ

グラム特別選抜 学生募集要項」（以下、「九大募集要項」という。）によるものとします。 

 

（５）選抜の方法 

  九州大学は、（３）出願資格の要件を満たす者を対象に、試験を実施します。 

 ・出願期間：対象者に別途通知します。 

 ・選抜方法：口頭試問と提出書類による総合判定 

 

（６）合格者の発表 

 九大募集要項によるものとします。 

 

（７）入学手続 

 合格者に別途通知します。 
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（８）「九州大学入学者選抜」の結果、合格とならなかった場合の取扱い 

 九州大学入学者選抜の結果、合格とならなかった者は本校専攻科への入学が決定します。 

 

（９）個人情報の取扱いについて 

 入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた

試験成績・評価等入学者選抜を通じて取得した個人情報は、入学者選抜の資料として利用す

るとともに、次の目的のためにも利用します。 

①入学後の教育・指導 

②入学料、授業料の免除申請の審査 

③奨学金申請の審査 

④単位相互認定を目的とした九州大学への情報提供 

⑤本校、九州大学及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための

調査・研究 

  

（10）入学時に必要な諸経費 

検定料        ３０，０００円（本校に納付） 

入学料       ２８２，０００円（九州大学に納付） 

授業料（年額）５３５，８００円（九州大学に納付） 

 

（11）留意事項 

  ・本プログラム選抜に合格した者は、本校専攻科への入学者及び九州大学工学部融合基 

礎工学科第３年次編入学者となります。 

 ・修業年限は２年間です。原則、１年目は本校にて修学、２年目は九州大学にて修学す 

ることとなります。ただし、科目によっては原則と異なる場合があります。 

  ・本プログラム履修生は、日本技術者教育認定機構(JABEE)が認める「複合型もの創り工 

学」教育プログラムの対象外となります。 

 

 ※連携教育プログラム及び入学者選抜の詳細については、九大募集要項を参照してくださ

い。 
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Ⅳ．学力による入学者の選抜 
 
１．出 願 資 格 

 
   （１）高等専門学校を卒業した者または 2027 年 3 月高等専門学校を卒業見込みの者。 

  （２）高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）専攻科

の課程を修了した者のうち学校教育法第 58 条の 2（同法第 70条第１項及び第 82 条

において準用する場合を含む。）の規定により大学に編入することができる者。 

  （３）短期大学を卒業した者または 2027 年 3 月短期大学を卒業見込みの者。 

  （４）専修学校の専門課程を修了した者または 2027 年 3 月専修学校の専門課程を修了 

見込みの者のうち、学校教育法第 132 条の規定により大学に編入学することができ

る者。 

    （５）外国において、学校教育における 14年の課程を修了した者。 

  （６）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することによ

り当該外国の学校教育における 14年の課程を修了した者。 

  （７）我が国において、外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育にお

ける 14 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の

学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定

するものの当該課程を修了した者。 

  （８）その他専攻科において、高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者。 
 

  ※ 出願に際しては、19 頁「出願資格と JABEE プログラム修了要件について」を参照し

てください。JABEE についての詳細は、17頁「佐世保工業高等専門学校・技術者教育

プログラム」を参照してください。 
 

２．出 願 区 分 
 

    推薦による入学者の選抜に同じです。（2 頁を参照してください。） 
 

３．出 願 手 続 

 

（１）願 書 受 付 

期  間 2026 年 6月 12 日（金）から 6 月 17 日（水）まで（必着）とします。 

時  間 8 時 30 分から 17 時まで。(土・日曜日及び祝日は受け付けません。） 

場  所 〒857-1193 佐世保市沖新町 1 番 1 号  

佐世保工業高等専門学校 学生課入試担当 
 

 （２）出願に必要な書類等 

入 学 願 書 本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。 
写 真 票 

及び受験票 
本校所定の用紙に必要事項を記入し、写真を所定の位置に貼ったもの。 

写真は、正面上半身脱帽で出願 3か月以内に撮影したもの。 

調 査 書 本校所定の用紙に出身（在籍）学校長が作成し、厳封したもの。※成績

証明書添付のこと。 

志望理由書 本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。 
英語資格試験

取得申請書 
本校所定の用紙に必要事項を記入し、TOEIC（TOEIC IP を含む）のスコ

アシートまたは英検合格証書のコピーを添付すること。 
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①  実用英語技能検定２級以上を取得した者。（合格証書のコピーを

添付すること。） 

② 選抜期日から起算して２年以内に取得した TOEIC 公開テストま

たは TOEIC IP テスト（スコアシートを添付すること。） 
 なお、英語点への換算は以下のとおりです： 

㋐ 英検２級以上合格の場合 100 点。 
㋑ TOEIC スコアに関しては、次の式により換算する（小数点以下は

四捨五入）。 
     英語点＝（TOEIC スコア－200 点）×0.3＋10 
   （ただし、TOEIC スコア 500 点以上は 100 点で換算する。） 

志願承認書 本校所定の用紙に所属の長が作成したもの。（企業等の在職者のみ。） 

入学検定料 

１６，５００円  

本校所定の様式（ゆうちょ銀行についてはゆうちょ銀行専用の振込依頼

書）により出願する本人の名前で、各種銀行の窓口から振り込んでくだ

さい。振り込み後「検定料納付証明書」を入学願書の所定の欄に貼付し

てください。（ゆうちょ銀行からの振込の場合は「振込依頼書（お客さ

ま控）」を貼付してください。） 

① 振込期間 

 2026 年 6 月 5日(金)～ 6 月 17 日(水) 

 振込の際は銀行の営業日、営業時間等を十分考慮して手続きを行って

ください。なお、検定料を願書受付最終日に振り込む場合は、最終日

17 時までに出願書類一式を提出しなければなりませんので注意して

ください。 

② 振込場所 

 各種銀行の受付窓口（ゆうちょ銀行可）で必ず振り込んでください。 

 ※ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用しないでください。 

 ※ゆうちょ銀行での振込手続きについては 16 頁を参照してくださ

い。 

③ 振込方法等 

 ア．振込時に別途必要な振込手数料は、出願者本人の負担となります。 

 イ.「振込書」の※に、出願者の住所、氏名（フリガナ）及び電話番

号を黒または青のボールペンで正確に記入してください。 

 ウ．「検定料納付証明書」を各種銀行の受付窓口から受け取る際には、

必ず取扱銀行収納印を確認してください。 

返信用封筒 住所、氏名、郵便番号を明記した封筒に 410 円切手（速達料を含む。）

を貼ったものを同封してください。（願書持参の場合は不要） 

そ の 他 外国人志願者は、居住する市区町村長発行の「住民票」を提出してくだ

さい。 
 

 

 

 （３）出願に関する注意事項 

   ① 出願は、本校所定の出願書類により、受付期間に持参または郵送してください。 

ただし、郵送する場合は書留郵便として受付期間の最終日必着となりますので注

意してください。 

   ② 出願書類等に不備がある場合は受理しないことがあります。 
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③ 出願書類に虚偽の記載があったときは、入学後においても入学許可を取り消すこ

とがあります。 

④ 願書提出後の記載事項の変更は認めません。 

⑤ 一度受理した出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。 
また、払込み済みの入学検定料については、次の場合を除き、返還しません。 

      ○ 出願書類を提出しなかった場合または提出したが受理されなかった場合 
      ○ 誤って二重に払い込んだ場合 

  

（４）障害等を理由とした合理的配慮の提供に関して 

    入学志願予定者で、障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、早めに

学生課入試担当までご相談ください。なお、合理的配慮の提供には準備に時間がかか

ることもあるため、入学願書提出期限の１か月前を過ぎてからの相談及び申請では準

備期間が短くなり、希望する合理的配慮を受けられず、安心して試験を受けられなく

なる可能性があることに注意してください。 

 

 

４．選 抜 の 方 法 

 

   入学者の選抜は、学力試験、英語資格試験取得申請書、調査書及び面接の総合判定と

します。 

 

 （１）選抜の日時及び場所 

期   日 時    間 科 目 等 場     所 

6 月 27 日(土) 

 

  9:00 集  合 
佐世保工業高等専門学校 

（指定する場所に集合して

ください。） 

9:20 ～ 10:50 専門科目 
11:10 ～ 12:10 数  学 

14:00 ～ 面  接 

 

 

（２）学力試験科目及び出題分野 

科目分野 区分（系列） 学 力 試 験 科 目 及 び 出 題 分 野 

一般科目 共  通 数 学 微分積分(偏微分、重積分を含む)、線形代数、

常微分方程式 

専門科目 

機械工学系 熱力学、流体力学、材料力学、機械力学、機械工作法 

（関数電卓を必ず持参すること。） 

電気電子工学系 電気磁気学、電気回路、電子回路、電気機器 

（関数電卓を必ず持参すること。） 

情報工学系 
情報工学（プログラミング、アルゴリズム、ネットワーク、

セキュリティ、計算機工学、データベース）、 
電気回路、電子回路 

化学・生物工学系 物理化学、生化学、有機化学、無機・分析化学、化学工学 

（関数電卓を必ず持参すること。） 
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※ 機械工学系、電気電子工学系及び化学・生物工学系の専門科目試験については、

関数電卓の使用を許可しますので、必ず持参してください。 

 

 

 

（３）評価基準 
   ①学力試験及び面接の評価 
    学力試験の成績は、一般科目１００点満点、専門科目１５０点満点とし、面接の成

績は５０点満点とします。 
   ②調査書の評価 
    提出された調査書の成績を本校の規定に基づいて点数に換算するとともに能力、適

性を評価するための基礎資料として活用します。 
 
 ５．その他の注意事項 

 

 （１）出願書類提出後、住所（郵便受取先）を変更した場合は、直ちに本校学生課入試担 

   当に届け出てください。 

 （２）選抜当日は、受験票、筆記用具、昼食を持参してください。 

 

 ６．合格者の発表 

 

    2026 年 7 月 2日(木) 午前 10時 

     

合格者には、合格発表後、受験者本人に文書で通知します。 

    また、合格者の受験番号を本校ホームページで発表します。 

    （https://www.sasebo.ac.jp/） 

    なお、電話等による合否の問合せには一切応じません。 

 

 ７．入 学 手 続 

 

    合格者に、別途通知します。 

 

 ８．入学確約書の提出 

 

    合格通知を受けた者は、『入学確約書』を 2026 年 8 月 7 日(金)17 時必着で、佐世

保工業高等専門学校学生課入試担当へ提出してください。 

    なお、期限までに『入学確約書』を提出しない者は、入学の意思がないものとして 

   取り扱います。 
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Ⅴ．社会人特別選抜 

 

 １．出 願 資 格 

  

  所属する企業等の長が推薦する者で次のいずれかに該当し、かつ企業等就業期間が出願

時において 1 年以上ある者。 

  （１）高等専門学校を卒業した者。 

  （２）高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。）専攻科

の課程を修了した者のうち学校教育法第 58 条の 2（同法第 70条第１項及び第 82 条

において準用する場合を含む。）の規定により大学に編入することができる者。 

  （３）短期大学を卒業した者。 

  （４）専修学校の専門課程を修了した者のうち、学校教育法第 132 条の規定により大学

に編入学することができる者。 

  （５）外国において、学校教育における 14年の課程を修了した者。 

  （６）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することによ

り当該外国の学校教育における 14年の課程を修了した者。 

（７）我が国において、外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育にお

ける 14 年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の

学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定

するものの当該課程を修了した者。 

  （８）その他専攻科において、高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者。 

 

  ※ 出願に際しては、19 頁「出願資格と JABEE プログラム修了要件について」を参照し

てください。 

    JABEE についての詳細は、17頁「佐世保工業高等専門学校・技術者教育プログラム」

を参照してください。 

 

 ２．出 願 区 分 

 

    推薦による入学者の選抜に同じです。（2 頁を参照してください。） 

 

 ３．出 願 手 続 

 

（１）願 書 受 付 

期  間 2026 年 5月 8 日（金）から 5 月 13 日（水）まで（必着）とします。 

時  間 8 時 30 分から 17 時まで。(土・日曜日及び祝日は受け付けません。） 

場  所 〒857-1193 佐世保市沖新町１番１号  

佐世保工業高等専門学校 学生課入試担当 
 

（２）出願に必要な書類等 

入 学 願 書 本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。 
写 真 票 

及び受験票 
本校所定の用紙に必要事項を記入し、写真を所定の位置に貼ったもの。 

写真は、正面上半身脱帽で出願３か月以内に撮影したもの。 
調 査 書 本校所定の用紙に出身学校長が作成し、厳封したもの。※成績証明書添

12



 

 
 

付のこと。 

志望理由書 本校所定の用紙に必要事項を記入したもの。 

推 薦 書 本校所定の用紙に所属の長が作成し、厳封したもの。（企業等の在職者

のみ。） 

入学検定料 

１６，５００円  

本校所定の様式（ゆうちょ銀行についてはゆうちょ銀行専用の振込依頼

書）により出願する本人の名前で、各種銀行の窓口から振り込んでくだ

さい。振り込み後「検定料納付証明書」を入学願書の所定の欄に貼付し

てください。（ゆうちょ銀行からの振込の場合は「振込依頼書（お客さ

ま控）」を貼付してください。） 

① 振込期間 

2026 年 4月 21 日(火)～ 5 月 13 日(水) 

 振込の際は銀行の営業日、営業時間等を十分考慮して手続きを行って

ください。なお、検定料を願書受付最終日に振り込む場合は、最終日

17 時までに出願書類一式を提出しなければなりませんので注意して

ください。 

② 振込場所 

 各種銀行の受付窓口（ゆうちょ銀行可）で必ず振り込んでください。 

 ※ＡＴＭ（現金自動預払機）は使用しないでください。 

 ※ゆうちょ銀行での振込手続きについては 16 頁を参照してくださ

い。 

③振込方法等 

 ア．振込時に別途必要な振込手数料は、出願者本人の負担となります。 

 イ.「振込書」の※に、出願者の住所、氏名（フリガナ）及び電話番

号を黒または青のボールペンで正確に記入してください。 

 ウ．「検定料納付証明書」を各種銀行の受付窓口から受け取る際には、

必ず取扱銀行収納印を確認してください。 

返信用封筒 住所、氏名、郵便番号を明記した封筒に 410 円切手（速達料を含む。）

を貼ったものを同封してください。（願書持参の場合は不要） 

そ の 他 外国人志願者は、居住する市区町村長発行の「住民票」を提出してくだ

さい。 
 

 （３）出願に関する注意事項 

   ① 出願は、本校所定の出願書類により、受付期間に持参または郵送してください。 

ただし、郵送する場合は書留郵便として受付期間の最終日必着となりますので注

意してください。 

   ② 出願書類等に不備がある場合は受理しないことがあります。 

③ 出願書類に虚偽の記載があったときは、入学後においても入学許可を取り消すこ

とがあります。 

④ 願書提出後の記載事項の変更は認めません。 

⑤ 一度受理した出願書類は、いかなる理由があっても返還しません。 
     また、払込み済みの入学検定料については、次の場合を除き、返還しません。 
      ○ 出願書類を提出しなかった場合または提出したが受理されなかった場合 
      ○ 誤って二重に払い込んだ場合 
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 （４）障害等を理由とした合理的配慮の提供に関して 

    入学志願予定者で、障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は、早めに

学生課入試担当までご相談ください。なお、合理的配慮の提供には準備に時間がかか

ることもあるため、入学願書提出期限の１か月前を過ぎてからの相談及び申請では準

備期間が短くなり、希望する合理的配慮を受けられず、安心して試験を受けられなく

なる可能性があることに注意してください。 

 

  

４．選 抜 の 方 法 

 

入学者の選抜は、所属長から提出された推薦書、調査書及び面接の総合判定とします。 

 

   選抜の日時及び場所 

期   日 時 間  科目等 場   所 

5 月 23 日(土) 

9:00   集 合 佐世保工業高等専門学校 

（指定する場所に集合して 

ください。） 

 9:30～ 面 接 

    
５．その他の注意事項 

 

    推薦による入学者の選抜に同じ。（4頁を参照してください。） 

 

 ６．合格者の発表 

 

    2026 年 5 月 28 日(木) 午前 10時 

 

    合格者には、合格発表後、受験者本人及び所属長宛に文書で通知します。 

    また、合格者の受験番号を本校ホームページで発表します。 

    （https://www.sasebo.ac.jp/） 

なお、電話等による合否の問合せには一切応じません。 

 

 ７．入 学 手 続 

 

    合格者に、別途通知します。 

 

 ８．入学確約書の提出 

 

    合格通知を受けた者は、『入学確約書』を 2026 年 6 月 12 日(金) 17 時必着で、佐

世保工業高等専門学校学生課入試担当へ提出してください。 

    なお、期限までに『入学確約書』を提出しない者は、入学の意思がないものとして 

   取り扱います。 
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Ⅵ．受験者心得 
 
 １．選抜当日は、9時までに本校に集合してください。 

 ２．受験票、筆記用具、昼食（「学力による入学者の選抜」受験者のみ。）を持参してく

ださい。 

 ３．選抜当日は、控室または学力試験室に掲示の注意事項などをよく読んでおいてくださ

い。 

 ４．受験者は、面接及び学力試験開始 10 分前までに控室または学力試験室に入室し、各自

の受験番号と同一受験番号札の席に着席して、受験票を机上の受験番号札の横に置い

てください。 

 ５．学力試験室には、鉛筆、シャープペン、消しゴム及び腕時計（計算・翻訳機能や通信

機能付きの腕時計（スマートウォッチなど）は不可）以外の物を持ち込むことはでき

ません。 

   ただし、機械工学系、電気電子工学系及び化学・生物工学系の専門科目試験について

は、関数電卓の使用を許可しますので必ず持参してください。 

 ６．解答用紙の指定欄には、必ず受験番号を記入してください。 

 ７．試験終了までは退室できません。面接については指示に従ってください。 

 ８．不正行為のあった者には、直ちに退室を命じ、以後の受験は認めません。 

 ９． 事故などにより遅刻した場合は、検査本部（0956-34-8428）に届け出て、指示を受け

てください。 

 

Ⅶ．個人情報の取り扱いについて 
 
 １．入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用い

た試験成績・評価等入学者選抜を通じて取得した個人情報は、入学者選抜の資料として

利用するとともに、次の目的のためにも利用します。 

  (1) 入学後の教育・指導 

  (2) 入学料、授業料の免除申請の審査 

  (3) 奨学金申請の審査 

  (4) 本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・

研究 

 ２．本校合格者の氏名、住所及び電話番号に限り、本校の学生の保護者からなる団体であ

る後援会からの連絡を行うために利用する場合があります。 

 ３．本校合格者の氏名、住所及び電話番号に限り、本校の卒業生等からなる団体である同

窓会からの連絡を行うために利用する場合があります。 
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Ⅷ．入学検定料を郵便局（ゆうちょ銀行）から振り込む場合の注意点 

 入学検定料は郵便局（ゆうちょ銀行）からも振り込むことができますが、以下の条件を満

たす必要がありますので、ご注意ください。 

１)ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は口座からのみ可能で、現金による振込はでき

ません。ご利用の際は、『通帳とお届け印』または『キャッシュカード』が必要です。

２)ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は募集要項に添付されている振込依頼書を使用

することは出来ません。窓口で「ゆうちょ銀行専用の振込依頼書（以下参照）」を受け

取り、記入いただく必要があります。

３)振込後は「振込依頼書（お客さま控）」を受領してください。

４)出願の際は「振込依頼書（お客さま控）」を提出してください。（振込依頼書（お客さ

ま控）が必要な場合は、コピーを保管してください。） 

※振込依頼書（サンプル）
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入  学  案  内 

 

１．設  置 

 

   近年、科学技術水準の高度化とシステム化が急速な勢いで進む中で、産業界では絶え

間ない技術革新への対応を迫られているのが現状です。このような社会背景と地域社会

との連携・協力として、専攻科は、 

○ 応用力と創造力を兼ね備えた研究開発型技術者の育成 

○ 社会人技術者への門戸開放と再教育の場 

○ 企業との共同研究を通じて研究成果の社会への還元 

  という重要な使命を担い、1997 年度に本科の４学科に対応して３専攻（機械工学、電気

電子工学、物質工学）が設置されました。そして、2012 年度の改組に伴い１専攻（複合

工学専攻）に統合されました。なお、複合工学専攻は次の４つの専門分野（工学系）か

ら構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

   高専本科５年課程を経て、専攻科教育課程の必要な単位を修得し、本校の定める基準

を満たせば、大学改革支援・学位授与機構から『学士（工学）』の学位が授与され大学

学部卒業と同等となり、大学院への進学も可能となります。 

   また、2003 年度からは、本科４、５年と専攻科を合わせた４年間の教育において、日

本技術者教育認定機構（JABEE）対応の技術者教育プログラム「複合型もの創り工学」を

設定し、2005 年５月に JABEE 認定を受け 2004 年度修了生から適用されました。これに

より国際的に認められた技術者として認定されることになります。 

 

２．佐世保工業高等専門学校・技術者教育プログラム 

 

 （１）プログラム名 

 

    「複合型もの創り工学」 

 

 （２）育成しようとする自立した技術者像 

 

     グローバル化した社会において、高度化、複合化した工学分野の諸問題を解決し  

て「もの創り」を行うために、各専門分野（機械工学、電気電子工学、情報工学、

機械工学科 （機械工学系）

電気電子工学科 （電気電子工学系）

電子制御工学科 （情報工学系）

物質工学科 （化学・生物工学系）

複合工学
専攻
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化学・生物工学）について深い専門性を養いつつ、先進的な他の専門分野の知識と

技術も身につける複合的な教育を行うことにより、複眼的な問題解決能力を備えた

創造性豊かな、世界に通用する「もの創り技術者」を育成します。 

 

 （３）学習・教育到達目標 

 

  （Ａ）工学の基礎と専門 

    1) 数学（微分積分学、線形代数、微分方程式、確率・統計など）と自然科学（物理、

化学など）の基礎知識を身につけて、工学的諸問題の解決に応用できること 

       2) 情報技術の基礎知識を身につけて、情報収集、実験データの解析・評価のツール

としてコンピュータを活用できること 

    3) 基礎工学の知識を身につけて、複合化したもの創りの実務における工学的諸問題

の解決に応用できること 

    4) それぞれの専門分野における“もの創り専門工学”の知識を身につけて、工学的

諸問題の解決に応用できること 

  （Ｂ）地球的視点と技術者倫理 

    1) 他の国の歴史的・文化的背景や国際問題に関する基礎知識を身につけて、グロー

バルな視点でものごとを考えることができること 

       2) 技術が自然や社会に与える影響・効果を理解して、技術者としての責任を自覚で

きること 

  （Ｃ）コミュニケーション能力 

       1) 技術的な内容を日本語により文章や口頭で論理的に説明できること 

       2) 相手の質問や意見を聞いて日本語で適切に答えることができること 

    3) 英語による基礎的なコミュニケーションができること 

    4) 基礎的な技術英語の文章を読み書きできること 

  （Ｄ）複眼的かつ実践的能力 

       1) 自分で具体的な計画や手順を決めて基礎的な実験を実施し、得られた結果を正し

く評価・解析して考察し、論理的に説明できること 

       2) いくつかの専門分野の知識や利用可能な情報・技術・手段を駆使するとともに創

造性を発揮して、調査・解析をおこない、解決策を組み立てて実行し、課題を解

決できること 

    3) 社会の要求する課題を解決するにあたって、その内容を分析して、計画や方策を

複眼的にデザインできること 

    4) 実験、実習、研究、インターンシップなどを通して実践的能力を身につけ、技術

者が経験する実務上の問題や課題を理解して適切な対応ができること 

  （Ｅ）自主・自立と協調性 

       1) 社会の要請に迅速に対応し、科学技術の進展を先導するため、自主的・継続的に

学習できること 

       2) 要求された課題に対して、自立して、あるいは他の人と協力しながら計画的に作

業を進め、期限内に終わらせることができること 

    3) 健全な心身を持ち、学内外の人々と協調して行動できること 
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           複眼的視野   コミュニケーション能力 

           

      工学                      

      基礎      もの創り技術者 
      専門 

 

           実践的能力   自主・自立・協調性 

 

 

 （４）プログラムの構成 

 

     本科４、５年と専攻科の２年までの４年間で構成されています。（全学科及び全

専門分野） 

 

 （５）プログラム履修対象者 

 

     連携教育プログラム履修生以外の専攻科学生全員とし、専攻科への入学をもって

対象者となります。 

 

 （６）プログラムの修了要件 

 

    本プログラムの修了要件の全てを満たした者に修了証書を授与します。 

 

   [佐世保工業高等専門学校・技術者教育プログラム「複合型もの創り工学」に関する規程抜粋] 

  第７条 本プログラムの修了要件は次の各号とし，全てを満たした者に修了証書を授与

する。 

   一 本校の専攻科教育課程の必要な単位を修得すること。 

   二 大学改革支援・学位授与機構より，学士の学位を受けること。 

   三 本プログラムにおいて，１２４単位以上を修得すること。 

   四 付表に定める学習・教育到達目標とその評価方法および評価基準を満たしている

こと。 

  ２ 本プログラムの修了認定は，教務委員会において行う。 

 

   ※付表・別表については、本校ホームページにてご確認ください。 

 

 （７）出願資格と JABEE プログラム修了要件について 

 

    専攻科に入学した者は、連携教育プログラム履修生を除き、佐世保工業高等専門学

校本科・専攻科「複合型もの創り工学」プログラムの履修者となります。しかし、本

教育プログラムは、具体的には佐世保工業高等専門学校の本科４、５年生及び専攻科

１年、２年のカリキュラム（2004 年４月１日から施行）で構成されていますので、募

集要項の出願資格に定める専攻科に入学できる者であっても、JABEE プログラムの修

了要件を満たさない場合があります。 

    専攻科の入学選抜合格者で、JABEE プログラム修了要件を満たさない場合は、専攻

科入学後に補講等により、学力認定を受け、定められた基準を満たす必要があります。 

 

地球的視点 

技術者倫理 
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   ① 佐世保工業高等専門学校卒業（見込み）者の場合 

     JABEE「複合型もの創り工学」プログラムに規定されている科目を専攻科入学前に

履修しないで合格となった者は、入学後に補講等でこれらの科目を受講し、単位を

修得する必要があります。 

     佐世保工業高等専門学校卒業者であっても、2003 年３月以前の卒業者に対しては

成績証明書、シラバス等で個別の審査を実施します。審査の結果、修了要件を満た

さないと判定された場合は、補講等を受講し、学力認定を受け、定められた基準を

満たさなければなりません。 

   ② 佐世保工業高等専門学校卒業者以外の場合 

     佐世保工業高等専門学校以外で合格した者については、成績証明書、シラバス等

の学習保証時間を証明することができる書類により履修科目を個別に審査します。

審査の結果、本校と同等の科目・基準で修得したと認められない場合には、補講等

を受講し、定められた基準を満たす必要があります。 

 

    ※ 出願に先立ち佐世保工業高等専門学校学生課入試担当へ問い合わせることをお

勧めします。 

 

 

３．専攻名及び入学定員 

 

   複 合 工 学 専 攻   １６ 名 

 

 

 

４．修了要件 

 

専攻科に２年以上在籍し、所定の授業科目を履修し、６２単位以上（一般科目８単位以

上、専門基礎科目２２単位、専門科目３２単位以上）を修得していること。 
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５．各専門分野（工学系）の内容 

 

 （１）機械工学系 

 

    あらゆる産業の根幹をなす機械工学では独創的研究開発を展開するための基礎科学 

である場の力学、粘性流体力学、熱流動工学、機械振動論などの力学関連の専門科目

を中心に、機械要素の製造・制御に関連した精密加工特論、現代制御論を修得する。

さらに、情報、バイオ、環境などの分野横断的な科目も修得することにより、先進的

でシステムデザイン能力を有する技術者を養成する。 

 

 （２）電気電子工学系 

 

    エネルギーや半導体技術の基礎となる電力・電子材料工学系科目を中心に情報・通

信システムなど幅広い分野・領域の科目を修得し、産業界における設計・生産や研究

開発分野の先進的な技術者として、多面的、かつ総合的に寄与できる基礎能力を涵養

する。さらに、特別研究などを通じて、新規分野の開拓能力、高い問題解決能力を培

い、システム創成能力を有する実践的技術者を養成する。 

 

（３）情報工学系 

 

人工知能（AI）やネットワークなどの情報工学分野の専門科目を中心に、電子制御、

環境、バイオなどの学際的な科目を修得し、複眼的な視点を身に付ける。さらに特別

研究などにより、情報技術とデジタルエンジニアリング技術を融合させ、新たな価値

の創成力を涵養する。これらの習得を通して、情報技術に関する高度な専門知識を実

社会の課題へ応用し、人にやさしい知的情報処理システムを創成できる研究開発型技

術者を育成する。 

 

（４）化学・生物工学系 

 

    付加価値の高い素材・製品の研究開発と生産技術を中心とする化学工業の分野と、

医薬品等の製造で実用化が図られている先端的バイオ技術分野にわたって幅広い高度

な専門知識を修得する。さらに、特別研究などを通じて、環境・エネルギー問題への

化学・生物学的見地から対処できる能力を養い、各種分析技術や材料開発を含めた関

連の技術分野における開発・研究に従事できる創造的技術者を養成する。 

 

 

６．学士の学位の取得方法 
 

 本校は、学位の審査に関して、大学改革支援・学位授与機構（以下｢学位授与機構｣とい

う。）から特例適用専攻科の認定を受けております。これにより、学生個人が学位授与機構

の試験を受けて学位を取得する方式から、学校から専攻科修了見込み者を一括申請し、審

査されることとなりました。 
特例適用により学位を取得するためには、本校本科４・５年次と専攻科１・２年次に開

設している必要な科目を履修し単位を修得することに加え、学位授与機構による学修総ま

とめ科目の審査に合格する必要があります。本校では特別研究がこれにあたります。 
本校以外の高専から専攻科に入学された方は所属高専の教育課程が、本校本科を卒業し
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て専攻科に入学するまで間が空いている場合は当時の教育課程が、学位授与機構に登録さ

れている本校の教育課程表と同じまたは同等と認められる必要があります。これに当ては

まらない場合は、学生個人が学位授与機構の試験を受けて学位を取得する従来方式となり

ます。 
 

７．入学時に必要な諸経費 

 

  入 学 料  納付金額       84,600 円 

  授 業 料  納付金額（前期分）  117,300 円（年額 234,600 円） 

※１ 上記の納付金額は予定額であり、入学時及び在学中に学生納付金の改定が行わ

れた場合には、改定時から新たな納付金額が適用されます。 

   ※２ その他教科書代他として、約 35,000 円が必要です。 

 

８．入学料・授業料の免除及び徴収猶予制度 

 

   どちらも経済的理由等に応じて免除する制度があります。             
また、経済的理由等で納付期限までに納付が困難であり、かつ、学業成績優秀と認めら

れた場合は、徴収の猶予を許可する制度もあります。 

 
９．奨 学 金 制 度 

 

  独立行政法人日本学生支援機構による貸与型・給付型の奨学金をはじめ、各市町村や各

種団体等による様々な奨学金制度があります。本校ホームページに情報を掲載しています

ので、必要に応じて確認してください。 
 

１０．高等教育の修学支援新制度における多子世帯支援 
 

  令和 7 年度から、条件を満たす多子世帯に対し、所得制限なく、一定の額まで大学等の授

業料及び入学料を無償とする措置が施行されています。条件等につきましては、文部科学省

のホームページにて確認してください。 
 

１１．教 育 課 程 

 

   23 頁以降を参照してください。 

 

 

 

 

22



専 攻 科 教 育 課 程

別表第３（第５０条関係）

日 本 語 表 現 法 1 △ △ △ △

総 合 英 語 Ⅰ 2 △ △ △ △ ◎me,ee,it,cb

総 合 英 語 Ⅱ 2 △ △ △ △ ◎me,ee,it,cb

応 用 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 1 △ △ △ △

近 代 国 際 社 会 論 2 △ △ △ △

必修科目修得単位数計 8

技 術 者 総 合 ゼ ミ Ⅰ 1 ○ ○ ○ ○ ◎me,ee,it,cb

技 術 者 総 合 ゼ ミ Ⅱ 1 ○ ○ ○ ○

総 合 創 造 実 験 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎me,ee,it,cb

総 合 創 造 演 習 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎me,ee,it,cb

応 用 線 形 代 数 2 ○ ○ ○ ○

産 業 数 理 2 ○ ○ ○ ○

応 用 化 学 2 ○ ○ ○ ○ ◎me,ee,it,cb

現 代 物 理 学 2 ○ ○ ○ ○ ◎me,ee,it,cb

環 境 論 2 ○ ○ ○ ◎ ◎me,ee,it,cb

必修科目修得単位数計 16

機 械 工 学 概 論 2
機

以外 ○ ○ ○ ◎ee,it,cb

電 気 電 子 工 学 概 論 2
電

以外 　　6単位修得 ○ ○ ○ ◎me,it,cb

情 報 工 学 概 論 2
情

以外 ○ ○ ○ ◎me,ee,cb

化 学 ・ 生 物 工 学 概 論 2
化生
以外 ○ ○ ○ ◎me,ee,it

選択必修科目開設単位数計 8

選択必修科目修得単位数計 6
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32

30

一般科目及び専門基礎科目開設単位数計

一般科目及び専門基礎科目修得単位数計

１年

１年

１年

１年

１年

専門基礎科目修得単位数計

専

門

基

礎

科

目

必

修

科

目

１年

選

択

必

修

科

目

専攻に係わる単位
　専門的な内容の授業科目の単位（専門科目の単位）
　→◎で表示
　専門に関連する授業科目の単位（関連科目の単位）
　→○で表示
専攻に係わる単位以外の単位→△で表示

一

般

科

目

必

修

科

目

１年

１年

１年

２年

１年

令和７年度入学以降

一般科目及び専門基礎科目

授　　業　　科　　目 単位数 標準履修年次

　

専攻の区分

連携教育
プログラム
認定科目

機械
工学

電気
電子
工学

情報
工学

応用
化学

系 備　　考

１年

１年

１年

２年

１年

１年

１年
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総 合 創 造 研 究 8 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎me,ee,it,cb

特 別 研 究 8 ◎ ◎ ◎ ◎

科 学 英 語 文 献 ゼ ミ 2 ○ ○ ○ ○

応 用 情 報 処 理 2 ◎ ◎ ◎ ○ ◎me,ee,it,cb

必修科目修得単位数計 20

精 密 加 工 特 論 2 機 ◎

場 の 力 学 2 機 ◎ ◎me

熱 流 動 工 学 2 機 ◎

機 械 振 動 論 2 機 ◎ ◎me

粘 性 流 体 力 学 2 機 ◎ ◎me

現 代 制 御 論 2 機 ◎

電 気 回 路 特 論 2 電 ◎ ◎ee

電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学 2 電 ◎ ◎ee

放 電 プ ラ ズ マ 工 学 2 電 ◎

電 子 材 料 工 学 2 電 　　　１2単位修得 ◎

半 導 体 工 学 2 電 ◎ ◎ee

通 信 工 学 特 論 2 電 ◎

画 像 情 報 工 学 2 情 ◎ ◎it

通 信 方 式 2 情 ◎ ◎it

ネットワーク・セキュリティ 2 情 ◎

情 報 科 学 2 情 ◎

知 識 情 報 工 学 2 情 ◎ ◎it

ソ フ ト ウ ェ ア 科 学 概 論 2 情 ◎ ◎it

無 機 化 学 特 論 2 化生 ◎ ◎cb

有 機 化 学 特 論 2 化生 ◎ ◎cb

分 析 化 学 特 論 2 化生 ◎ ◎cb

生 物 化 学 特 論 2 化生 ◎ ◎cb

応 用 物 理 化 学 2 化生 ◎

化 学 シ ス テ ム 工 学 2 化生 ◎

選択必修科目開設単位数計 48

選択必修科目修得単位数計 12

キ ャ リ ア 研 修 2 全 ○ ○ ○ ○

国 際 研 修 Ⅲ 2 全  　　 各学年２単位

国 際 研 修 Ⅳ 4 全     まで履修可

イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 成 Ⅲ 2 全  　　 各学年２単位

イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 成 Ⅳ 4 全     まで履修可

選択科目開設単位数計 14

82

32

114

62

１．専門科目のうち選択科目については、修了要件に含まれない。

 

１年

１年

２年

２年

２年

１～２年

１～２年

１～２年

１～２年

１～２年

２年

１年

１年

１年

２年

１年

２年

１年

２年

１年

１年

１年

選

択

必

修

科

目

２年

２年

１年

１年

１年

１年

２年

２年

１年

別表第４（第５０条関係）

専門科目

授業科目 単位数 標準履修年次 系 備　　考

専攻の区分

連携教育
プログラム
認定科目

修 得 単 位 数 計

令和7年度入学以降

応用
化学

情報
工学

電気
電子
工学

機械
工学

専

門

科

目

選

択

科

目

専 門 科 目 開 設 単 位 数 計

専 門 科 目 修 得 単 位 数 計

開 設 単 位 数 計

必

修

科

目

１年

２年
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令 和 ６ 年 度 
 

学 生 募 集 要 項 
 

入 学 案 内 

 

 

推  薦 

WEB 出願エントリー期間 令和５年１２月１日（金）～１２月１８日（月） 

出願書類受付期間 令和５年１２月１３日（水）～１２月１８日（月） 

試験日 
令和５年１２月２５日（月） 

＜追試験日＞令和６年１月６日（土） 

合格内定発表 令和６年１月１０日（水） 

 

学  力 

・ 

帰国生徒 

WEB 出願エントリー期間 令和６年１月４日（木）～１月２４日（水） 

出願書類受付期間 令和６年１月１８日（木）～１月２４日（水） 

試験日 
令和６年２月１１日（日） 

＜追試験日＞令和６年２月２５日（日） 

合格発表 
令和６年２月２２日（木） 

＜追試験＞令和６年３月１日（金） 

 

※新型コロナウイルス感染症等の影響により、新たに学生募集要項の内容に変更が生じる場合がございます。

変更が決定しましたら、本校ホームページ上で告知しますので、ご確認をお願いします。 

 

独立行政法人 国立高等専門学校機構 

佐 世 保 工 業 高 等 専 門 学 校 
〒８５７－１１９３ 佐 世 保 市 沖 新 町 １ 番 １ 号 

電    話      (０９５６)３４－８４２８（入試担当） 

Ｆ Ａ Ｘ      (０９５６)３４－８４２５（学生課） 

Ｅ-mail        nyusi@sasebo.ac.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ   https://www.sasebo.ac.jp/ 

中佐世保

佐世保中央

山祇

北佐世保

位置図

※本校までの交通案内

佐世保駅前

⑴　ＪＲ佐世保駅下車の場合
　　佐世保駅前から「西肥バス」で「沖新町」行または
　 「東浜町（大宮→沖新）」行に乗車「自動車検査登録事務所前」
　　下車　所要時間約15分。

⑵　ＪＲ日宇駅下車の場合
　　（特急は日宇駅には停車しない）
　　日宇駅から徒歩約20分。

⑶　西九州自動車道を利用した時は大塔Ｉ.Ｃで降りて
　　ください。

大和町

トヨタ

ガード

←みなとI.C 西九州自動車道 大塔I.C→

日

　宇

　川

学
寮

佐世保
高　専総合

運動場

日宇駅前

沖新町入口

日宇新田

自動車検査登録事務所前
沖新町

東
浜
↓

正
門

工業団地前

国道35号線
JR佐世保駅 JR日宇駅
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